
○背景
・秦野市にある「分析センター兼分析機器ショールーム」は交通アク
セスの面で課題があり、また東京都千代田区にある同種施設は
規模が小さく、研究員の人員増や設備の充実が図れないといった
面が課題となっている。

○事業内容
・ライフサイエンス分野において大きなポテンシャルを持ち、また国内
外からのアクセス性に優れた川崎市殿町地区に新拠点を開設し、
上記２拠点の機能を集約・拡充、近隣機関と連携することで、
国内外の顧客の利便性向上、先端分析計測技術の開発機能
を強化する。
・これにより、付加価値創出額１億2,300万円を目指す。

先端分析計測技術開発を行うための新拠点開設と設備導入

【事業計画】

企 業 名 ：株式会社島津製作所 Shimadzu Tokyo Innovation Plaza

所 在 地 ：川崎市川崎区殿町３丁目25番40号
営業品目：分析計測機器関連の研究、サービス提案

【事 業 者】

【事業概要】

地域未来投資促進法に基づく承認地域経済牽引事業計画 資料

新拠点（完成予想図）

〇開設：2022年10月
〇立地場所：川崎市川崎区殿町３丁目
〇階数：地上４階建
〇延床面積：9,443.53㎡

新拠点の特徴

〇100台以上の分析計測機器、70名以上の技術者を
配置することで研究開発機能を強化
〇川崎市殿町地区という立地を生かし、近隣研究機関
との技術交流会等による技術力の向上
〇新拠点内のイベントホールで学会やシンポジウムを開
催することで同地区の活性化に寄与


